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敬老の日

敬老の日 おめでとうございます。
今年も様々な利用者様が年齢のお祝
いをされましたね♪ 素敵な笑顔に
励まされ元気を頂いています。これ

からも笑顔で過ごしていき、ご長寿

日本一を目指して、いつまでも元気

でいてください。 秋の運動会に向けて、日頃から皆様方

特訓中です。本番に練習の成果を出せ

るといいですね♪
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すっかり夏も終わり、肌寒い日が増えてきて

秋らしくなりました。

最近の話題と言えば、今年は台風の影響で日

本各地で様々な猛威を振るっており自然災害の

被害が連日ニュースで報じられています。

東北方面は比較的大きな被害がありませんが

、これからの季節は防災の意識を持って過ごし

ていかないといけないと思いました。

それでは、11月号でまたお会しましょう。

十五夜

十五夜の行事を行いました。

皆様、丸い物を食べてお月様

から元気を頂きました♪

十五夜の由来について

日本では太古の昔から月を神聖視して

いたようです。

十五夜の月見が盛んになったのは、平

安時代に月を見ながら酒を酌み交わ

し、船の上で詩歌や管弦に親しむ風流

な催しだったそうです。

貴族たちは空を見上げて月を眺めるの

ではなく、水面や盃の酒に映った月を

愛でました。

庶民も広く十五夜を楽しむようになっ

たのは、江戸時代に入ってからだとい

われます。貴族のようにただ月を眺め

るのではなく、収穫祭や初穂祭の意味

合いが大きかったようです。

十五夜のころは稲が育ち、間もなく収

穫が始まる時期。無事に収穫できる喜

びを分かち合い、感謝する日でもあり

ました。
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